




①面ファスナとボタン（3ヶ所）を外し、
　気室布と外装布を取り外します。

②ボンベをはずします。

③スプールキャップをはずし、スプー
　ルを取り出します。
　これで自動膨脹はしません。

④薄めた中性洗剤で、スポンジで軽く
　こすって下さい。

⑤気室布・膨脹装置もスポンジで軽く
　こすって下さい。
　

⑥洗い終わったら、水道水で良く
　すすいで下さい。
　

⑦特に膨脹装置は、良くすすいで
　下さい。また、本体を振って装置
　内の水気を切ってください。
　



①給気チューブから気室がパンパン
　になるまで息を吹き込みます。

⑤気室から気泡が発生しなければ問
　題ありません。もし気泡が発生す
　る場合は空気漏れを起こしていま
　すので、直ちに使用を中止して、
　メーカー点検を受けてください。

⑥乾燥したら空気を抜きます。給気
　チューブキャップのつばの部分を
　チューブに差し込むと、逆止弁が
　押されエアーが排気できます。
　尖ったものを差し込まないで下さ
　い。

②直射日光の当たらない、風通し
　の良い場所で乾燥させて下さい。

⑦製品を丸めて最後までエアーを抜
　いて下さい。

⑧逆止弁に異常が無いことを確認し、
　キャップをしめて気室を外装布に
　収納します。

③１～８時間放置後、手で押して
　気圧を確認します。

④減っている場合は、再度空気を
　吹き込み、水没検査を行って下
　さい。



①完全に乾いていること、空気が抜
　けている事を確認して下さい。

⑤スプールキャップに隙間が無い事
　を確認︕

⑥未使用のアダプタ付ボンベの矢印
　部分に沿って、膨脹装置の奥まで
　押し込んだ後、右に回して下さい。
　ボンベインジケーターが緑色にな
　っていることを確認して下さい。

⑦完成

②特に膨脹装置内は念入りに水滴を
　取って下さい。

③引き手が下がっている時は、上に
　戻して下さい。

④新しいスプールをセットします。
　スプールインジケーターが緑色
　になっていることを確認して下
　さい。

○ ×



①気室布と外装布をボタンで留めます。
⑤本体を裏にして上側気室を斜めに折り、
　三角形を作ってください。

⑥三角形を二つ折りにします。

⑦面ファスナを閉じて下さい。

⑧引き手が出ているか確認して下さい。

⑨完成

②気室の側面を膨脹装置に見えるように、
　両端を山折りします。

③側面を面ファスナで止めます。

④反対側も②～③と同様に閉じます。

 



①気室布と外装布を面ファスナで止めま
　す。(3箇所)

④気室を押さえたまま、外装布で気室を
　覆うように面ファスナを止めていき
　ます。中央部から徐々に気室を収納し
　ながら面ファスナーを止めていくと、
　折りたたみやすくなります。

⑤引き手が出ているか確認して下さい。

⑥完成

②気室布を三回谷折りします。

③気室布の両端を中央に折ります。

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 




